
令和５年宮代町二十歳のつどいを開催しました

令和5年1月8日（日）、東武動物公園イベントステージ

HOLA！（オーラ）にて、宮代町二十歳のつどいを開催しま

した。改正民法の施行によって成年年齢が引き下げられた

ことを受け、これまでの「成人式」という名称を「二十歳の

つどい」へと改称した初めての式典となります。

式典当日は雲ひとつない冬晴れ。穏やかな青空のもと友

人との再会を喜び合う参加者の笑顔がとても印象的でした。

また、会場には東武動物公園のマスコットキャラクター

「トッピー君」とうさぎの「みみちゃん」がお祝いに駆けつけ

てくれました。 町公式HP関連ページ →
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小中学校の理科の授業において、大学の施設や設備を使った専門家による科学体験を通して、子供たちが興
味をもって、自ら学ぶプロジェクトを始動しました。

理科好きの子供たちを育
てるためには、先生方の授
業力を高めることも重要で
す。２学期からの教科書の
実験について、体験をとおし
てポイントを教わりました。

教職員研修
＜令和４年８月２４日実施＞
〇夏季休業期間中に日本工業大
学の教室で教職員研修を実施しま
した。大学の先生による講義と実
験に先生方は真剣に取り組んでい
ました。

児童生徒の理科授業

＜令和５年３月６日実施＞

〇須賀中学校の２年生が日本工業大学で
専門的な先生から教科書の内容から一歩
進んだ発展的な内容の授業を受けました。

本年度の授業内容は、①物理の先生によ
る講義・演示実験、②先端材料技術研究セ
ンターで電子顕微鏡を使っての観察、③電
気電子通信工学科研究室での電磁誘導の
模擬実験となりました。
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問合せ：学校教育担当 内線４２３

問合せ：生涯学習・スポーツ振興担当 内線４３３

＜生徒の感想＞

・貴重な経験をすることができた。今まで結

果だけ見てきた実験を間近で見ることができ

たから授業よりもわかりやすかった。

・置いたら充電できるのはなぜか疑問だった

ので講義でその疑問が解消されました。



ハートフルクラブコーチとの集合写真レッズハートフルサッカー教室の様子（シュート練習）

浦和レッズハートフルサッカー教室を開催しました

問合せ：生涯学習・スポーツ振興担当 内線４３２

令和５年1月２８日（土）、宮代町総合運動公園メインアリーナで「浦和レッズハートフルサッカー教室」を小学校

３・４年生を対象として開催しました。

この教室は、子供たちが様々なスポーツ種目を体験することで、スポーツの楽しさを知ってもらうことを目的とした

「あそびと運動＜チャレンジ＞」の事業の一環で実施しています。

今回は、町内小学生９名が参加しました。

参加者は、浦和レッズハートフルクラブのコーチ５名からの指導により、体を動かすことの楽しさや、仲間と共にプ

レーするおもしろさなどを、サッカーを通して教わりました。

教室の最後には、ハートフルクラブのコーチから参加者へ素敵なプレゼントがあり、受け取った参加者はとても嬉し

そうにしていました。

彩の国21世紀郷土かるた宮代大会を3年振りに開催しました

令和５年１月２２日（日）、百間小学校体育館において、彩の国２

１世紀郷土かるた宮代大会（通称：県かるた）を、小学校4～6年

生を対象に開催しました。

３年振りの開催となった今大会は、感染拡大防止の観点から個

人戦のみの開催となりましたが、町内の小学生１６人が寒さを吹き

飛ばすような熱戦を繰り広げました。

当日は、選手の皆さんの真剣な眼差しからの機敏かつアクロバ

ティックな動きもあり、かるたの魅力を存分に感じることができまし

た。

決勝戦では、ドラマティックな展開が待ち受けていました。対戦は

田中杏奈さん（百間小５年）対小倉葵さん（笠原小５年）。

奇しくもこの試合は予選リーグ初戦と同じ対戦カードとなりました。

予選リーグ初戦では、小倉さんが田中さんを２７対１９で破る結果

となりましたが、決勝では、両者譲らず、なんと最終的な得点は２３

対２３の同点。勝敗を分けたのは、役札である「ま」札。「ま」札を

取っていた田中さんが劇的勝利を収める結果となりました。
上位4名は、3月に行われる県大会へ出場します。

優勝： 田中杏奈さん（百間小５年）

準優勝： 小倉 葵 さん（笠原小５年）

３位： 細川知世さん（東小４年）・薄井雪乃さん（笠原小５年）

問合せ：生涯学習・スポーツ振興担当 内線４３４



【郷土資料館からのお知らせ】

問合せ：34-8882（郷土資料館）

宮代と用悪水～引く、溜める、流す～

宮代町文化財調査報告書第25集

「中寺遺跡・道仏北遺跡・地蔵院遺跡・山崎遺跡・姫宮神社遺跡」

【展示内容】

宮代町には様々な河川が流れていますが、その多く

は江戸時代に掘削・整備されたものです。

使用するために引いた水を「用水」、反対に溜まった

水の排水を「悪水」と呼び、２つ合わせて用悪水と呼

ぶ場合もあります。

これらをめぐる争いや管理について、数多くの史料

が残されています。

今回の展示では、町域に伝来した江戸時代の古文

書や絵図などから、地域の様相を紹介いたします。

是非ご来館ください。

遺跡のある地域で住宅の建設や土地開発が行われる際に、発掘調

査が行われます。

発掘時に出土した遺物（土器や埴輪など）・遺構などを、整理・調査・

研究し、成果をまとめた報告書を刊行します。

令和４年度第３回企画展

【開催概要】

≪開催期間≫ ７月９日（日）まで

≪開館時間≫ ９：３０～１６：３０

≪休館日≫ 毎月曜日および

５月８日（月）～５月１１日（木）

≪発行情報≫

○発行日 令和5年３月３１日

○頒布価格 ２０００円

○頒布場所 郷土資料館

古墳跡（周溝）数基が町内で初めて確認されました。相当数の古

墳からなる、古墳群であったことがわかりました。

他の遺跡とどんな関係があるの？？

近くには埼玉県内で例のない韓式系軟質土器が出土している道仏

遺跡があり、古利根川の上流である上毛野地域（群馬県）とのかか

わりが指摘されています。

姫宮神社遺跡の古墳群は道仏遺跡と密接な関係性があり、道仏

遺跡集落の首長（リーダー）クラスのお墓である可能性が高いと思わ

れます。

姫宮神社遺跡はどんな遺跡？？

姫宮神社遺跡調査範囲全景

修復処理された出土土器（６世紀）

【企画展ポスター】

学芸員

学芸員

学芸員

報告書にはどんな内容が書いてあるの？？

今回は町内にある38の遺跡のうち、5地点の調査報告になります。

縄文時代の遺跡が多い中で、古墳時代の姫宮神社遺跡の内容

は特筆すべきものです。

24点の史料を展示しており

ます。是非ご覧ください。

江戸時代中期ごろに、古利根川が

２筋に分かれていたことを記した

「大落堀南筋不用一札」（延享２年

（1745））なども展示しています。
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小中学校の適正配置に関する取組について

教育だより みやしろ（第１2号）
令和5年３月３１日発行

須賀小学校の再整備に係る基本構想・基本計画の検討を行うた
め、令和４年１１月１６日に須賀小学校地域拠点施設検討委員会を発
足しました。
委員構成は有識者、須賀小学校通学区内の関係者、公募委員など
の計１４名です。

令和４年度は会議を３回、先進地視察研修を１回実施しました。

会議では、グループに分かれての意見交換をするなど、基本構想の

検討を行いました。

また、先進地視察研修では、１２月２２日に志木市立志木小学校、南
池袋公園へ行き、小学校と公民館・図書館の複合事例、地域住民や
池袋に訪れた人が集まる公園を視察しました。

検討委員会の会議録につきましては、町ホームぺージで掲載してい

ますのでご覧ください。

また、令和５年度については基本計画の策定に向けて６回の検討委
員会の会議を予定しています。

町では小中学校の適正配置について、２０年の長期的
な視点で取組を進めています。
その最初の取組として須賀小学校の再整備を実施しま
す。
須賀小学校単独の再整備ではなく地域の皆さんが集ま
る施設を併設し、須賀小学校を複合化施設としていきます。
令和４年度に町では小中学校適正配置に関する地域
説明会を計４回開催し、須賀小学校通学区内の町民の方
を対象としたワークショップや住民意識調査を実施しまし
た。
須賀小学校の再整備に係るスケジュール（予定）は下
記図のとおりです。
令和５年度は基本構想に係るパブリックコメントの実施、

住民ワークショップの開催、基本計画の策定を予定してい

ます。
須賀小学校の再整備を進めるにあたり、須賀小学校通学
区内にお住まいの町民の方を対象とした無作為抽出の住
民意識調査を実施しました。
住民意識調査の結果については、須賀小学校地域拠点
施設の検討を行う際の材料としていきます。
調査の結果は、町ホームぺージに掲載していますのでご覧
ください。

須賀小学校の再整備を進めています

住民意識調査結果→

住民意識調査を実施しました

須賀小学校通学区内の町民の方を対象とし
た無作為抽出のワークショップを令和４年１０月
３０日に須賀小学校体育館で実施しました。

小学５年生から８０代までの町民や検討委員

の皆さんと町長の計３6名が参加し、ワールドカ

フェ方式にて話し合いを行いました。

当日のテーマは「須賀小学校にどんな機能や
役割があったら地域のみんなが集まる場所にな
ると思いますか」など。

参加者からは、「グループワークでの、様々な

年代の人の意見は、目新しいものがあった」、

「宮代町について、新たに知ることが多かった」、

「とても刺激になり、１日中ワクワクしていた」な

どの感想がありました。

ワークショップの報告書については、町ホーム
ページで掲載していますのでご覧ください。

検討委員会の活動を報告します

ワークショップを実施しました

会議の様子

会議録について↓

ワークショップについて→


